
褒

賞

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

神
奈
川
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
九
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
三
十
号
相
模
原
都
市
計
画
、
相
模
湖
津
久

井
都
市
計
画
、
平
塚
都
市
計
画
、
藤
沢
都
市
計
画
、
茅
ヶ
崎
都
市
計
画
、
厚
木
都
市
計
画
、
伊
勢
原
都
市
計
画
、
海

老
名
都
市
計
画
、
座
間
都
市
計
画
、
綾
瀬
都
市
計
画
、
大
磯
都
市
計
画
及
び
愛
川
都
市
計
画
下
水
道
事
業
相
模
川
流

域
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
九
年
五
月
二
十
三
日
至
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

平
成
九
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
三
十
号
、
平
成
十
年
建
設
省
告
示
第
二
号
、
平
成
十
二
年
建
設
省

告
示
第
二
千
四
百
五
十
六
号
、
平
成
十
七
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
十
号
、
平
成
十
八
年
関
東
地
方
整

備
局
告
示
第
二
百
八
号
、
平
成
二
十
一
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
一
号
、
平
成
二
十
四
年
関
東
地
方
整
備

局
告
示
第
九
十
八
号
、
平
成
三
十
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
五
十
五
号
及
び
令
和
六
年
関
東
地
方
整
備
局

告
示
第
二
十
四
号
の
事
業
地
の
う
ち
神
奈
川
県
平
塚
市
四
之
宮
四
丁
目
、
四
之
宮
字
中
河
原
、
四
之
宮
字
川
端
、

高
座
郡
寒
川
町
田
端
及
び
一
之
宮
七
丁
目
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

神
奈
川
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
二
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
七
十
七
号
横
須
賀
都
市
計
画
道
路
事
業

三
・
三
・
二
号
安
浦
下
浦
線
及
び
三
・
四
・
一
号
大
津
長
沢
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
年
七
月
二
日
至
令
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

神
奈
川
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
十
五
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
十
九
号
大
和
都
市
計
画
道
路
事
業

三
・
三
・
二
号
丸
子
中
山
茅
ヶ
崎
線
及
び
三
・
四
・
一
号
藤
沢
町
田
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
五
年
二
月
二
十
六
日
至
令
和
十
七
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
二
月
九
日

関
東
地
方
整
備
局
長

橋
本

雅
道

一

施
行
者
の
名
称

神
奈
川
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
二
十
四
年
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
四
百
二
十
五
号
小
田
原
都
市
計
画

道
路
事
業
三
・
五
・
十
号
城
山
多
古
線
及
び
三
・
五
・
二
号
小
田
原
山
北
線

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
至
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
二
月
九
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
二
月
九
日

中
部
地
方
整
備
局
長

森
本

輝

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
十
三
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

名
古
屋
市
南
区
元
塩
町
一
丁
目
三
七
番
三
地
内

前後

四
一
・
四
六
〜
四
一
・
四
六

四
一
・
四
六
〜
四
六
・
八
三

〇
・
〇
〇
三

〇
・
〇
〇
三

名
古
屋
市
南
区
浜
田
町
一
丁
目
三
番
三
地
内

前後

四
五
・
四
六
〜
四
五
・
九
四

五
四
・
三
九
〜
五
四
・
六
四

〇
・
〇
一
二

〇
・
〇
一
二

名
古
屋
市
港
区
藤
前
一
丁
目
五
〇
一
番
一
か
ら
同
市
港
区
藤

前
四
丁
目
二
〇
七
番
ま
で

前後

三
七
・
一
〇
〜
五
八
・
二
二

三
七
・
一
〇
〜
五
八
・
三
〇

〇
・
〇
九
六

〇
・
〇
九
六

図
面
縦
覧
場
所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
名
古
屋
国
道
事
務
所

紺
綬
褒
章

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
一
月
二
十
四
日
、
紺
綬
褒
章
を
授
か
っ
た
者
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

中
本

一
雄

小
澤

和
男

村
丘

寛
和

松
浦
み
よ
子

高
見
澤
和
夫

川
口

宏

佐
々
木
良
次

内
藤

亨

木
下
百
合
子

大
根
田
幹
夫

尾
崎

榮
子

箕
浦

俊
夫

平
木
留
里
子

廣
瀬

隆
行

彌
冨

郁
夫

落
合

宏
行

佐
野

俊
恵

小
田
切
康
子

福
島
佐
千
男

北
條

裕
明

根
本

裕
久

井
上
富
貴
子

見

芳
弘

藤

和
雄

海
老
澤
忠
明

河
合

光
政

岡
村

隆

藤

岳
志

守
田

洋
一

細
川

勝
矢

増
尾

洋

宮
崎

羅
貴

野
澤

芳
子

中
野

泰

大
熊

郁
美

山
本

則
由

長
木
真
美
江

佐
藤

新
一

瀬
藤

順
敬

三
浦

好
英

福
島

里
沙

松
坂

明
子

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
を
授
け
る
（
各
通
）

紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯

公
益
の
た
め
多
額
の
私
財
を
寄
附
し
た
の
で
、
令
和
八

年
一
月
二
十
四
日
、
紺
綬
褒
章
並
び
に
賞
杯
を
授
か
っ
た

者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

堀
本

侃
二

片
山

貞
子

梶

芳
道

三
好

民
郎

森
田

裕
子

成
田

禎
介

岡
村

淳
子

林

隆
道

後
藤

忠
治

褒
章
条
例
第
一
条
に
よ
り
紺
綬
褒
章
並
び
に
同
第
五
条
に

よ
り
木
杯
一
組
台
付
を
授
け
る
（
各
通
）
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